
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10日 

（月） 

11日 

（火） 

12日 

（水） 

13日 

（木） 

14日 

（金） 

１ 学活 理科 理科 総合 理科 

２ 技術 数学 保体 社会 音楽 

３ 英語 プール 社会 数学 社会 

４ 美術 プール 数学 国語 国語 

５ 社会 英語 総合 英語 数学 

６ 英語 国語  理科 壮行会 

給食 ○ ○ ○ ○ ○ 

部活 ○ ○ ○ ○ ○ 
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～CARPE DIEM～ 

いまを掴め 

 

～SEIZE THE DAY～ 

その日をつかめ 
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時時時   間間間   割割割   

所得税、消費税、法人税…税について学ぶ  ～租税教室～ 

 

 

発行責任者 校長 草野 仁              文責 担任 五十嵐淳 

【生徒のみなさんへ】 
○ 高校説明会では、志望校を決定するため

の情報が得られたと思います。夏休みに行わ

れる体験入学を通して、さらに志望校の情報

を得たり、受験生としての自覚を高めたりし

ていきましょう。 

〇 夏休みまであと１４日となりました。登

校日は、今日を含めて９日間です。夏休みを

有意義なものにするために、目標を決めて、

何をどのようにするのかと計画を立ててい

きましょう。 

〇 １２日（水）放課後に、専門委員会があ

ります。下校時間は、１５：２０頃です。部

活動がない生徒は速やかに下校できるよう

に、下校方法について確認してください。 

〇 １４日（金）は、県中体連総合体育大会、

県水泳大会、合唱の壮行会があります。準備

をしっかりと整えておきましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者のみなさまへ 

【全員】 

□ ＰＴＡ親子奉仕作業参加確認書 

         ７月１４日（金）まで 

□ 三者面談確認書 

         ７月１０日（月）まで 

□ 体験入学交通手段確認書 

         ７月１４日（金）まで 

【希望者】 

□ 数学検定受験申込書 

７月１１日（火）まで 

（８月２６日（土）実施） 

○ 体験入学参加申し込みが完了しました。ご協力ありがとございました。急遽変更があった場合

には、五十嵐までご連絡をお願いします。また、当日の日程に関しては、夏休み前に生徒を通じ

て文書でご案内いたしますので、ご確認をお願いします。 

〇 夏休み期間中、７月２６日（水）から８月２日（火）にかけて、三者面談を中学校で行います。

現在、ご提出いただきました三者面談確認書をとりまとめています。７月１０日（月）に決定版

を配付いたしますのでご確認ください。なお、変更を希望される場合には、五十嵐までご連絡く

ださい。 

〇 高校入試に向けて、自主学習をする生徒が増えてきました。毎日、３ページを目標に行ってい

る生徒もいます。学力向上のため、学習方法についてアドバイスしています。今後も生徒の進路

実現に向けて支援・指導して参ります。ご不明な点や不安な点がありましたら、五十嵐までご連

絡ください。 

今後の予定 
・７月１２日（水） 
   生徒会専門委員会 
・７月１４日（金） 
   県中体連壮行会 
・７月１７日（月） 
   海の日（祝日） 
・７月２０日（木） 
   １学期終業式、職員会議 
・７月２１日（金）～８月２４日（木） 
   夏休み 
・７月２６日（水）～８月２日（水） 
   ※土、日、８月１日（火）を除く 
   三者面談（３－１教室） 
・８月２１日（月） 
   東西しらかわ中学校音楽祭 
・８月２５日（金） 
   ２学期始業式、駅伝・英弁壮行会 
   職員会議、部活なし 
・８月２６日（土） 
   数学検定 
・８月２７日（日） 
   ＰＴＡ親子奉仕作業 

【ソモサン ⇔ セッパ】  

 次のような数式があります。 

「ＣＤ」 ＋ 「あめ玉」 ＝ 「舞妓」 

では 

「お金」 ＋ 「くつした」＝ 

 

は何か説破せよ。 説破せよ！ 

 
【提出物】※ご確認ください 

はなしの小箱  

～ 七夕 ～ 
 7 月 7 日の七夕の夜、おりひめとひこぼしは待ち

に待った「再会」という願いをかなえます。 

人々は「二人のように、願い事がかないますように」

と、たんざくに色々な願い事を書いて、笹や竹の葉に

飾るようになりました。 

 冬でも緑を保ち、まっすぐ育つ生命力にあふれた笹

や竹には、昔から不思議な力があると言われてきまし

た。神聖な植物ゆえに、そこに神を宿すことができる

とも言われています。 

祭りの後、竹や笹を 

川や海に飾りごと流す 

風習には、竹や笹にけ 

がれを持っていっても 

らうという意味があり 

ます。 


